
   

                       

  

 

 

７
月
１
６
日
に
、
滋

賀
県
の
饗
庭

野
演
習

場
で
の
実
弾
射
撃

訓

練
に
お
い
て
、
民
家
に

機
銃
弾
を
打
ち
込
む

と
い
う
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。
部
隊
は
大

久
保
駐
屯
地
の
第
４

施

設
団
１
０
２
施

設

器
材
隊
で
、
１
２
・
７

㍉
重
機
関
銃

の
射
撃

訓
練
中
に
発
生
。
発

射

地
点
か
ら
約
４
㌔

離
れ
た
民
家

の
屋
根

と
天
井
を
突
き
破

っ

て
２
階

の
部
屋
に
飛

び
込
み
ま
し
た
。  

宇
治
市
会
議
員

団
は
、
党
洛
南

地
区

委
員
会
、
城
陽
市
会

議
員
団
、
久
御

山
町

会
議
員
団
と
連
名

で
、
大
久
保
に
あ
る

陸
上
自
衛
隊
第
４
施

設
団
に
抗
議

の
申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

（申
し
入
れ
文
書
全

文
は
、
裏

面
に
掲
載
） 

日 本 共 産 党  
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統 合 幕 僚 監 部 作 成 の内 部 資 料 には、「１２月  中 部 方 面 隊 出 国 」（南

スーダンＰＫＯ派 遣 ）、来 年 ３月 からは「新 法 制 に基 づく運 用 」（これまでは
できないとされていた『駆 けつけ警 護 』『宿 営 地 の共 同 防 衛 』の可 能 性 を
含 む）など詳 細 な日 程 が記 されています。 

 

自

衛

隊
内
で
、
戦
争

法

の
「８
月
法
案
成

立
」
「６
ヶ
月

以
内

の
施
行

」
を
前

提
に
、
戦
争

法

の
実
施

計

画
が
立
て
ら
れ
て
い
た

䦍
参

院
安

保
法

制
特

別
委
員
会
で
、
小
池
晃
議
員
が
、
防

衛

省

統

合

幕

僚

監

部

の
内

部

文
書

『
日
米

防

衛

協

力

の
た
め
の

指
針

（ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
及
び
平
和
安
全

法
制
関
連

法
案
に
つ
い

て
』
を
暴
露
し
、
防
衛
省
も
そ
の
文
書

の
存
在
を
認
め
ま
し
た
。 

同
文
書
は
、
衆

議
院
で
は
じ
め
て
戦
争

法
案

の
審

議
が
行
な

わ
れ
た
５
月
２
６
日
に
、
陸
海

空
自

衛

隊

の
主

要
指
揮
官
が
参

加
し
た
会

議
で
使

用
さ
れ
た
資

料
で
し
た
。
法
案
審

議
が
国
会

で
始
ま
る
と
同
時
に
、
成
立
を
前

提
と
し
た
計

画
を
全
自
衛
隊

規

模
で
徹

底

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
国
会

無

視

の
「
軍

部
暴
走

」
と
も
い
う
べ
き
異
常
な
事
態
で
す
。
共
産
党
は
、
徹
底

し
た
真
相
解

明
を
求
め
て
い
ま
す
。 

同
文
書

の
「今

後

の
進
め
方

」
に
は
、
来
年
２
月
の
施
行
を
前

提
に
、
１
２
月
に
は
陸

上
自

衛

隊
中
部
方

面
隊

か
ら
南

ス
ー
ダ

ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
部

隊
を
派
遣

し
、
来

年
３
月

か
ら
は
「
駆
け
つ

け
警

護

」
な
ど

「新

法

制
に
基
づ
く
運
用

」
を
始
め
る
な
ど
と
し

た
、
詳
細
な
日
程
表
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大

久

保

の
第

４
施

設

団
は
、
中
部

方

面
隊

の
施

設
支

援

を

主
な
任
務

と
し
、
２
０
１
３
年
１
１
月
に
も
、
南

ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ

活
動
に
、
１
１
８
人
の
隊
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 


